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「ダメだよ。やめよう。」私は、もし友達が悪いことをしようとしていたら、

ちゃんとこう言えるだろうか。頭の中では、しっかりと止められている。でも、
実際その場になったら「嫌われてしまうかも」と考えてしまい、言えないかも
しれない。中学生が関わった事件や事故のニュースを見るたび、そんなことを
思う。 

この前も、私と同じくらいの年齢の子たちが、コンビニで電子タバコなどを
万引きして捕まったというニュースを見た。「友達に誘われて断れなかった。」
とその子たちは言っていた。そんな言葉を聞いて、私はドキッとした。私も、
もしその場にいたら同じように断れなかったかもしれないと思ったからだ。 

私にとって友達は、とても大切な存在だ。一緒に笑い、ふざけ、悩みも聞い
てくれる。だからこそ、その友達に嫌われたくない、仲間外れにされたくない
から、そういう気持ちはすごく強い。だが、その気持ちに負けて悪いことをし
てしまったら、本当に友達のためになるのだろうか。もし友達と一緒に犯罪を
して捕まったら。私も友達も家族も、みんな悲しむ。きっと友達だって「あの
とき止めてくれればよかった」そう思うはずだ。 

実は、私は一度だけ似たような場面に出くわしたことがある。遊んでいる時
にある友達が「あの駅、人いないから無賃乗車しようかな。」と笑いながら言
ったことがある。その時は、冗談だとみんな思い「やめとけよ。」と軽く返し
て、それで終わった。でも、もし本気でやろうとしていたら。私はちゃんと止
められただろうか。心の中では「やめな」と思っていても口に出すのは怖い。
それが私の弱さだ。 

ニュースで警察の人が話していた。「誘われても断る勇気をもつこと。止め
る勇気をもつこと。それが本当の友達です。」私は、その言葉を聞いて自分が
大切なことを忘れていたことに気づいた。「嫌われたくない」の気持ちばかり
で「友達を守る」ことを考えていなかったのだ。悪いことを止めるのは、相手
を責めることではない。むしろ、その子がこれ以上、間違った道に進まないよ
うにする一番の優しさだ。もちろん、勇気を出して止めたら、その場では嫌な
顔をされるかもしれない。もしかしたら「うざい」と思われるかもしれない。
それでも、友達の未来を守るためなら、その一言は絶対に必要だと思う。いつ
かきっと友達のためになるから。でも、いざというときに勇気を出すことは簡
単じゃない。だから私は小さなことから練習してみようと思う。 



例えば、ＳＮＳで誰かを悪く言っているのをみたら「やめようよ。」と言っ
てみる。「宿題を写させて。」と言われても「自分でやったほうがいいよ。」と
返してみる。そうやって、小さなことを積み重ねれば、いつか大きな場面でも
言えるようになるはずだ。 

そして、普段から自分の考えをはっきりと伝えておく。「悪いことはしな
い」という自分の線を友達にも知ってもらえば、そもそも誘われなくなるかも
しれない。そういう信頼を築ける友達こそ、本当の友達なんだと思う。 

私は、これからもし誰かが間違ったことをしようとしたら、まずは落ち着い
て話を聞こうと思う。ただ「ダメ」というだけでは、相手は耳を閉ざしてしま
うかもしれないからだ。「それをしてしまうとどうなるのか」を一緒に考える。
そうすれば相手も冷静になり、自分の行動を考え直してくれるかもしれない。
そして、自分一人で止められなければ、先生や大人に相談する勇気も持ちたい。
助けを求めることも立派な防犯だと思う。 

思い返せば、小学校の頃に地域の防犯教室で「危ないことに近付かない」
「誘われても断る」という約束をしたことがある。その時は、あまり深く考え
なかったけれど、中学生になった今、その意味がよく分かるようになった。防
犯は、特別な道具がなくてもできる。大事なのは、自分の意志と勇気だ。 

今までは「言えるかな」そんな疑問で終わっていたけれど中学校三年生とい
う今、その疑問にちゃんと答えを出そうと思う。これからも悲しい事件がニュ
ースで流れてきて目にするかもしれない。けれど、そのたびに「自分だったら
どうするか」を考えて、そして、自分の答えをしっかり持っておこうと思う。
それが、自分と友達を守るための第一歩。そして、みんながその意識を持つこ
とで日本の中学生の犯罪の数がきっと減ってくれるから。 

「ダメだよ。やめよう。」私は、その一言を迷わず言える人間になりたい。
たとえ、その場で嫌われてもかまわない。そのたった８文字の言葉で、友達や
自分の未来を救える。「あのときは止めてくれてありがとう」未来の自分や友
達は、きっとその勇気に感謝してくれるから。 


